
The Society for Bioscience and Bioengineering, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Soolety 　for 　Blosolenoe 　and 　Bloenglneerlng 厂　Japan

204　生 物化学工 学

423 Ti 2 に よ る光殺菌に及 ぼす A！の 効 果
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【目的Σ環境中へ の 有害残留物の 拡散 を伴わな い とい う観点か ら，近 年 F
：一一it化チ タン を用

い た 光殺 菌法が 注 目され て い る、二 酸化チ タン へ の光照射によ サ，二 酸化チ タ ン表面上に 活

性酸素種 が生 成 し，これ らが細胞 の 死 滅に 関与 して い るもの と考え られ てい る．一
方，活性

酸素種の 半減 期は非常に短い ため ，二 酸化チタ ン 上の 殺菌 対象 細胞 の吸着量が殺菌速度 を決

定する因子 とな り，その吸着量 は，細胞 および二 酸化チ タン の 表面電荷特性に依存する もの

と考え られ る，本研究で は，ゾル
ー
ゲル 法によ り TiO2粒子 に Ae を導入 し，　 Al／Tio2複合粒 子

に よ る大腸菌の 光殺菌に 及ぼす Aiの 影響 を速度論 的に 検討 した．

【方法 及 び結果】使用 した Ai／Tio2粒 子は ゾル
ーゲル 法 によ り，種々 の Al 含量となるよ うに

調製 した　また Al／TiG2粒子 の 粒径は T　 37岬 以下 とした ．供試菌 と して ，　 E　 co ／i　eM303株
を用 い た．大腸菌および AレTlO2粒子 を十分に懸濁 させ るため， ワ ア クター

下部よ り窒気を

通気 し， ブラ ッ ク ライ ト蛍光灯を照射 して 実験を開始 した ．大腸菌の 生存細胞数は r
コ ロ ニ

ー
計数法 を採 用 した．細胞生存率の 対数値を光照射時間に対 して プロ ッ トし，その 傾きを殺

菌速度定数と して AI含量 に対 して評価 した結果．複合粒子 中の 二 酸化 チ タン 含量に 対する殺

菌速度定数の 値 は．Al含量の 増加 に 対 して 増加するこ とが分か っ た．これは TAi 含量の 増加

に よ り，粒子表面 へ の 大腸菌の 吸着量が増加 した もの と推察され る．
Effect　of 　Al　on 　Photoster　i　l　ization　P「oPe 「ty　v「｝th　TiO2
JumPei　N｝sh　i，　（）Yoshlyuki　Kolzumi　 and 蜻asahlto 　Tayg　（Dept．　of 　Chem．　Sci．　Eng．，　Osaka
Lln　li　v ．）
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424 銀担持ナ シコ ン型 無 機材料の 抗菌特性
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【目的】銀系固 体抗菌材 を Cr 存在下 で 使用する場合、バ ル ク中で の 殺菌効果 は著しく低
下 する、したが っ て Ag ＋

による殺菌は ，主 として 抗菌材 近傍 および表 面 で 行 われると考え

られ ，殺菌活性向上 の ため に は ， 抗菌材 の Ag 含有量を高め ることが有効となる．本研究
で は ，リン 酸ナ トリウム 化合物に結 晶格 子構 成元 素 として Siを導入 したナシ コ ン 型無機材

料［Na1 ． ．
7．r2Si

，
P3．

、
012（O＜x〈3）］を用 い ることで ，　Ag 担 持量 を増加させ た銀担持ナシコ ン 型無

機材料（NCC −Ag ）を調製し，その 抗菌特性を評価した．また NCC −Ag を細胞 吸着能を有す
るヒドロキシアパ タイト（HA ）との複 合化 し，そ の 抗菌特性を調 べ た．

【方法および結 果〕α型 」 丿ン 酸ジル コ ニ ウム 無水 物，炭酸ナ トリウム ，二 酸 化ケイ素，酸化
ジル コ ニ ウム を混合し、焼成 （36 時間 ，最高温度 1200℃ ）した 後，Hce（1　 M）に 浸漬

・
乾燥 ，

さらに ，AgNO3 （0，1　 M ）に 1 週 間浸 漬したの ち，水 洗 ・
乾燥し，組成 Ag2356Ho144Zr2Sl15P150

ヨ2

か らなる NCC −Ag を得た ．　Series−event 　m 。delに 従い
1＞

T 大腸 菌を供試 菌として殺 菌特性
を調べ たところ，Siを含まない 銀担 持リン酸ジル コ ニ ウム 抗菌材 に比 べ ，約 1．4 倍 の 殺 菌

速度を示 した ，ま た NCC −Ag と ffAを種 々 の 割 合で複 合化 したところ，複 合化 して い ない 場
合と比較 して T約 1／16 の 銀 イオン 添加 量で同 等の 殺 菌速 度が 得られ ，複合 化の 寄与 が

確認された．
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